
（別紙３）

～
2024年12月25日

（対象者数） 　　　　　　１５人 （回答者数） 　　　　　　　　　　１０人

～ 2024年12月15日

（対象者数） 　　　　　　　６人 （回答者数） 　　　　　　　　　　　６人

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・活動プログラムが固定化することもあった為、新しい活動

を取り入れたり同じ活動が重ならないよう活動内容を話し

合って決めるようにしていく。

2

・外出活動をする際利用者全員で行くことにこだわらず、特

性や好みなどを考慮し、グループ分けして行先や目的などを

決めるようにしていく。

○事業所名 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たまりば

○保護者評価実施期間 2024年12月17日

○保護者評価有効回答数

2024年12月10日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2024/12/26

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

・活動プログラムの工夫について ・活動のプログラム立案は職員全員で話し合い決めている。

・活動内容について

・室内活動だけではなく、外出活動などの活動を取り入れ公

共でのマナーを学んだり様々な経験ができるよう取り組んで

いる。

事業所における自己評価総括表公表



3
・利用者の支援に応じたスペースの活用方法をこれからも継

続して考えていく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
・希望があれば事業所として、利用者や家族により良いサ

ポートができるよう対応していきたい。

2

・外出活動の際、公園等で地域の子どもと一緒に遊ぶ機会が

あるが、無理のない範囲でこういう機会を大切にし交流の場

に繋げていきたい。

・地域のイベント等で参加できそうなものがあれば短時間か

らでも利用することを検討したらどうか考えていく。

3

・日程調整が難しい為、何人か（グループ）に分けて行うよ

う調整していく。

・今後イベントや研修の情報を入手し、保護者が楽しく参加

できる機会を作っていくよう努力していく。

・保護者会について
・仕事をされている保護者が多く日程調整が難しい。

・保護者会開催を必要としない保護者がいる。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・ペアレントトレーニングについて

・保護者から送迎時や面談等を通して相談を受けることはあ

るが、ペアレントトレーニングを希望されたことが今のとこ

ろない。

・地域交流について

・集団活動の参加が難しい子や、他の子どもとの交流を希望

しない保護者もいる中で、地域の子どもとの活動が負担にな

ることを考慮すると必要な活動なのか考えていく必要があ

る。

・広い活動スペースがあることについて

・利用者の特性や活動内容によるレイアウトの工夫を行って

いる。

・様々な活動に合わせた環境設定を行っている。


